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アラスカの夏の俳句（1）
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はじめに
アラスカは、北極圏を含み寒帯から亜寒帯に位
置している。この地で、夏を含む四季の俳句が、
英語によって詠まれ、1972 年に句集が刊行され
た。作者は、デイビッド・フープスとダイアナ・ティ
ヨンという二人のアメリカ人詩人である。フープ
スは、1953 年にペンシルヴァニアからアラスカ
大学に進学し、水産生物学者となった。南東部の
ジュノー近辺に住み、夏には、アラスカの沿岸部
や奥地で魚と野生の動植物の研究を続けていた。
ティヨンは、カリフォルニア出身であったが、ア
ラスカに三十一年住み、彫刻家であると同時に、
自然のままの郊外を探索して作品にする詩人でも
あった。彼らは、それぞれがアラスカ詩人協会賞
を受賞した 1965 年に出会っている。
この二人の詩人は、アラスカの大地に、手つか
ずのまま広がる自然と深く関わり、自らの感性に
よって、その特質をとらえている。
俳句は、非常に短い、簡潔な詩型であるにもか
かわらず、広大なアラスカの大地を描写できるこ
とを、彼らは発見し、そこに、俳句の価値を見出
した。そして、アラスカの大地に広がる自然が、
季節に応じて変化する様相を様々に詠んでいる。
アラスカ人としての詩人の眼がとらえたアラスカ
の真髄が、一句一句に凝縮されているのである。
それぞれの句を通して、読者がアラスカの四季を
意識し、詩人と季節感を共有しながら楽しむこと
を、俳句という短詩を選択したアラスカ詩人たち
は期待している。
Ⅰ　夏という季節
アンカレジ歴史芸術博物館には、アラスカの四
季それぞれについての展示があり、アラスカの夏
の特徴については、次のように記述されている。
（2010 年 8 月現在）
Summer was the busiest food harvesting season. 
Roots and greens were available by June, and a variety 
of berries ripened by August. The most important 
resource for riverine and many coastal Eskimos was 
salmon. Men built pole and brush weirs along streams 
and set fish traps. In other areas, set or gillnets were 
used. Nets and traps were also employed to catch 
whitefish, blackfish and sticklebacks. The fish were 
dried and fish eggs were preserved for winter use 
in seal oil. When fishing subsided, migratory birds 
were caught by the use of snares, nets, darts or bolas. 
After the 1880’s, a few Eskimo men and a number of 
women and children began work in salmon canneries 
on the Bristol Bay coast, with imported workers. The 
demands of the cannery schedules and the new cash 
economy brought increasing changes to subsistence 
patterns.
アラスカの夏は、収穫の最盛期であった。6 月
までに根菜や青物野菜が育ち、8 月までにベリー
類の果実が熟す。また、先住民にとって最も大切
なものであった鮭を始めとして、ホワイトフィッ
シュ（シロマス属の魚）、ブラックフィッシュ（カ
ワマス科の淡水魚）、トゲウオの漁期でもあり、
獲った魚を干し、魚卵を油漬けにして、冬に備え
た保存食が作られていた。こうした自給自足の生
活は、1880 年代以降の缶詰工場での労働と貨幣
経済の浸透によって変化を余儀なくされた、とあ
る。
先住民が暮していたような自給自足の生活は、
近代になって失われゆくものとなったが、自然に
合わせた農作業は家庭菜園に、漁は街中の川での
釣りに形を変えて行われており、現在でも、アラ
スカの人々に夏を感じさせるものになっている。
84
アメリカ本土の温帯の気候で、季節を意識した
暮らしを楽しむために、アメリカの一般家庭向け
に書かれた本が、ミネソタ州の出版社から刊行さ
れている。季節ごとに一冊にまとめた四冊に、季
節行事の巻を加えた五冊のシリーズで、その中の
夏の巻 Summer： Seasons in the Home には、次の
ように記述されている。
Everyone loves summer. Sun, warmth, carefree 
laughter, lazy-hot days, a cool drink on the porch, 
a nap under a shade tree… no matter what summer 
means to you, it is the best of seasons…. It’s true 
that summer was made for relaxing. And to enjoy a 
vacation or some long weekends, too. But summer is 
also one of the best times to be at home. As much as 
the beautiful weather gets a person ready to slow down 
or escape, it energizes a soul too.1
夏は誰もが好きな、最もよい季節であるとして
いる。太陽、温暖さ、楽しい笑い声、のんびりし
た暑い日々、ポーチで飲む冷たい飲み物、木陰で
の昼寝が夏らしさを感じさせる。夏には、夏休み
があり、出かけるか、家でゆっくり過ごして、心
にエネルギーを充たす。
夏の日ざし、暑さ、冷たい飲み物、昼寝、夏休
みは、日本の夏の季語でもある。同じ気候帯に属
する日本とアメリカで、夏の生活における季節感
に重なるものがある。
アメリカの夏の行事（日にちが決まっているも
の）には、次のようなものがある。
Fourth of July　独立記念日、7 月 4 日。
Labor Day　労働記念日、9 月の第一月曜日。
Summer Solstice　夏至、6 月 21 日頃。2
他に、バーベキューとピクニックが挙げられて
いるが、日にちが決まっているものではないので、
歳時記の区分では「生活」に相当する季語になる。
日本の季語では、バーベキューは無季、ピクニッ
クは春の季語で、「野遊び」「山遊び」「春遊び」
などの同義の季語がある。
オーストラリアで子供向けに書かれた季節に関
する本のシリーズでは、熱帯、温帯、寒帯などの
気候帯や北半球、南半球における違いをふまえて、
それぞれの季節の特徴や季節感について書かれて
いる。その夏の巻では、夏という季節の特徴が、
様々に記されている。
ここに挙げられている夏の風物は、多くのもの
が日本の歳時記に収録された季語に重なる。
Summer comes after spring and before autumn. It is 
the hottest season of the year.（“Summer”） 3
四季の循環についての定義がなされている。夏
は、四季のうちで最も暑い季節である。
夏の時候の季語に「暑し」がある。
In summer, the days are long, sunny and warm. 
（“Summer”） 4 
夏には日が長く、陽光があふれ、暑さを感じる。
夏の時候の季語に、昼が長いことを意味する「短
夜」「明易し」がある。
In summer the weather is hotter than any other season. 
The Sun is strong and heats up everything around it. 
（“Summer weather”） 5
夏は、他のどの季節よりも暑い。強い日ざしが、
あらゆるものを熱する。
夏の時候の季語に「極暑」「灼く」、天文の季語
に「夏の日」がある。
People enjoy relaxing or playing games outside on 
sunny days. They often cool off in a swimming pool or 
at the beach. （“People in summer”） 6
晴れた日には、屋外でくつろいだり、遊戯をす
る。プールや水辺で涼をとることも多い。
夏の生活の季語に「ハンモック」「泳ぎ」「プー
ル」「海水浴」「納涼」などがある。
People wear light clothes to keep cool in summer. 
They wear sunscreen and sunhats to protect their skin 
from the Sun’s rays.（“Clothes”） 7
夏は軽快な衣服を着て、涼しく過ごす。日光か
ら肌を守るため、日焼け止めや日よけの帽子を身
につける。
夏の生活の季語に「夏服」「白服」「夏帽子」が
ある。
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In very hot weather most people stay inside their 
homes to keep cool. Some people have airconditioners 
to cool down their homes. Others may use a fan to 
keep cool in their homes.（“Homes”） 8
非常に暑いときには、ほとんどの人が家の中で
涼しく過ごす。エアコンを備えた家もあるし、扇
風機を使う家もある。
夏の生活の季語に「涼し」「冷房」「扇風機」が
ある。
Cold foods such as ice-cream help keep people cool. 
In summer, people often cook on a barbecue and eat 
outside. Fruits such as strawberries and grapes are 
ready to eat in summer.（“Food and eating”） 9
アイスクリームのような冷たい食べ物で涼をと
る。バーベキューをして外で食事をとることが多
い。苺や葡萄が食べられるようになる。
夏の生活の季語に「アイスクリーム」「夏料理」
「苺ミルク」、植物の季語に「苺」「青葡萄」がある。
温帯の夏、特に日本の夏の感覚では、アラスカ
の夏は、エアコンが絶対に必要であるとは感じら
れないが、アンカレジでは、ビルのような近代的
な鉄筋コンクリート造りの建物で、エアコンによ
る冷房が効いている。夏の日ざしは、あなどれな
いほどに強く、サングラスや帽子が欲しくなるほ
どである。長袖の上着が必要になるときもあるが、
半袖、半ズボンの人も多く、軽装である。人々は、
戸外に出て、夏らしい食べ物を味わい、市内を流
れる川で魚を釣り、川岸を散歩して、暑さの中の
涼を楽しんでいる。
Ⅱ　翻訳・翻句・評釈
アラスカの夏の俳句は、五十六句が収録されて
いる。句の配列は、日本の歳時記で使われている
区分、時候、天文、地理、生活、行事、動物、植
物を意識したものに見える。
近年のアメリカ俳書では、日本の歳時記との関
係について、“Modern English haiku is…not formally 
dependent upon a standardized season word.” 10
 「英語
の現代俳句は、基準とされている季語に、公式に
は依拠していない。」とされているが、1972 年に
刊行された、この句集では、ほぼ、日本の歳時記
での順番に従いながら、天文と地理の間に雑の句、
植物の後に哲学的な句が載せられている。
アラスカの自然を、自分たちの足で探し、自ら
の実感によって季節の変化をとらえて俳句に詠ん
だ詩人たちの作品であることが、この句集の特徴
である。アラスカの夏の太陽や月、海と空、大地、
鳥や貝、木々や草花が多く詠まれている。
1　時候
一句めに、夏の日（太陽）を詠んだ時候の句が
載せられている。
原句の後に、翻訳と五七五の定型への翻句を記した。
Young summer laughing,
Bedecked in flowers and raindrops,
Lives fully its hour.
 
11
元気な太陽が笑っている、
花と雨粒に飾られて、
自分の時間を十分に生きている。
雨花飾る夏日は生きる自己の刻
Man must turn again
To the living earth to hear
Singing in himself. 12
人は再び意識を向けなければならない
生命ある地球に対して
自己の内面の歌を聴くために。
生命ある地球と語るわが歌と
A kiss is sweetest
Delivered from a child’s lips―
Innocent of end. 13
キスは最も愛おしい
子供の唇でされるのは―
この上ない無垢。
児のキスは究極の無垢愛おしき
アラスカの夏の俳句（1）
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To seek loneliness,
And to need the warmth of love―
Oh, antithesis!
 
14
孤独を探し求めて、
そして同時に愛の温もりを必要としている―
ああ、相容れないこと！
孤独欲し愛を求むる正反対
Night’s black bat flutters
Through darkening vines to clutch
A damp green beret. 15
夜の黒色をした蝙蝠が羽ばたく
薄暗くなりつつある葡萄の蔓ごしに掴む
湿ったグリーン・ベレーを。
葡萄蔓蝙蝠掴む緑帽
Across the tideflats
A light from someone’s cabin―
It is not quite dark. 16
干潟を横切る
誰かの小屋から明かりがもれる―
真暗なのではない。
干潟過ぐ真闇を壊す小屋灯り
2　天文
星と露を詠んだ天文の句である。日本の季語に
は、秋の「星月夜」と「露」がある。アラスカで
は、日本よりも早く秋が来るため、星と露が夏の
ものとして詠まれたのであろう。
A moment outside
Before retiring to sleep―
A nighttime of stars. 17
外にいる少しの間
床に就いて眠る前の―
星が輝く夜。
寝る前に外に出てゐる星の夜
Never to forget―
The lonely taste of the dew
At the break of day. 18
決して忘れないで―
露の孤独な味わいを
夜が明ける一日の始まりに。
明けの露その孤独さを忘るるな
3　雑（無季）
明確に夏であることを示す季語が使われていな
い無季の句である。この句集では、都市の生活よ
りも、人の手が入っていない自然を詠むことに主
眼が置かれているためか、生活、行事に相当する
句が見られない。
Just walking along,
Listening to the far-off
Barking of a dog. 19
ただ歩いている、
遠く離れて聞こえる
犬の吠え声。
犬吠ゆる遠く聞こえて歩き行く
Poor man, whether clothed
In poverty or wealth,
Cannot escape himself. 20
貧しい人、身なりが良くても悪くても
貧乏でも、裕福でも、
自分自身でなくなることはできない。
貧するも富めるも自分己なる
残る四十六句については、次の機会に翻訳、翻句、
評釈を試みたい。
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おわりに
1993 年にアメリカで刊行されたアメリカ人俳
人による合同句集 Haiku Moment： An Anthology of 
Contemporary North American Haiku では、“A haiku 
does not simply portray mere nature.”
 
21
  「俳句は、た
だの自然をありのままに描写するだけではない。」
と明言されている。これは、日本の俳句界でも、
繰り返し言われ続けていることであるが、とりわ
け、アメリカの俳句界では、俳句に対する偏見や
誤解を解くために、この点を強調することが必要
となる。
これに先立つこと二十年、1972 年に、漫然と
自然を描写することに止まらない俳句作品が数多
く詠まれていたのが、フープスとティヨンによる
『アラスカ俳句集』であった。
アラスカの自然を愛し、その真髄を見極めて、
一句一句に凝縮した作品集である。詩人の眼で見
つけ出し、詩人の感性で把握したものが活かされ
るか否かは、作品が形をなした後は、読者の資質
に負うことになる。
フープスとティヨンが詠んだ寓意や暗示を含ん
だ哲学的な句には、人生の本質、人間性の真理を
追究する姿勢が伺われる。アラスカの自然を描写
した句の後に続く、これらの句からは、自然現象
が内包する意味を見出すことに力を注いでいる様
子が見える。彼らは、自然物を詠みながら、もの
ごとの深遠さを、短詩によって表現することに挑
戦したのであろう。
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Abstract
The most prominent feature of summer is the heat. Summer is hotter than any other season. At the same time, 
summer is dry or wet in some regions of the world. For example, since Japan is situated in a temperate zone in East 
Asia, people often feel high temperature and humidity especially in early summer during the rainy season.
Summer occurs, however, not only in the temperate and tropical zones but also in the polar zones such as Alaska, 
where there is a rhythm to the seasons, as well. The sun becomes strong so plants grow very well and people and 
animals are active during the summer even in Alaska.
D. Hoops and D. Tillion composed four-seasons haiku in Alaska and their haiku were published in Alaska in 
Haiku in 1972. They subtly perceived Alaskan seasonal changes all the year round and vividly described nature at 
any season with their lively inspired seasonal feelings.
The summer haiku in their haiku collection seems to have imitated the form of Japanese saijiki, a catalog of 
season-specific words used in composing haiku. Japanese saijiki usually consists of the categories of 1) seasons, 2) 
heavens, 3) earth, 4) humanity, 5) observances, 6) animals and 7) plants. This classification was formally adopted as 
English saijiki in Haiku World: An International Poetry Almanac by W. J. Higginson in 1996.
Hoops who composed the majority of the haiku published in Alaska in Haiku showed his specialty as a fishery 
research biologist in those haiku. In addition, he seems to have been interested in things human and included some 
philosophical haiku as well.  
（2012 年 6 月 4 日受理）
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